
② ○第１回定例会の主な審査状況
○人事案件（第１回定例会）

③
○【一般質問】
　・会派　新 み ら い　　三津　良裕
　・会派　ひ ま わ り　　横井　茂樹　

④ 　・会派　新　政　会　　大石　美智子
　・会派　明政クラブ　　山根　　巌

⑤
　・会派　公　明　党　　松浦　富子

　・宅川　靖次

⑥ 　・平塚　保二　　　・上田　公司

⑦ 　・潮崎　焜及　　　・坂東　成光

⑧ 　・藤田　茂男
○中国　張家界市訪問団が市議会を訪れました

⑨ ○第１回定例会の提出議案と議決結果について
○請願の処理

⑩
⑪ ○平成24年度当初予算・平成23年度補正予算の

審査について

○第２回定例会日程⑫

目　　　　　　　　次

TOPIX
◦ 市議会だよりが４ページ増!
　　　　　　「より見やすく」しました。

2012年
６月１日号

No 79市議会だより
なると

—　写真の解説　—

（➡）写真上： 72年間の歴史に幕を閉
じることとなった川崎幼稚園・小学
校の閉校式が３月18日（日）に同小学
校体育館で行われ、多くの関係者が
参加し、名残を惜しみました。

（➡）写真下：林崎・里浦スポーツ少
年団が、ＪＡ全農杯チビリンピック
小学生８人制サッカー四国大会を制
し、全国決勝大会に出場することに
なり、４月26日（木）に市役所へあい
さつに訪れました。選手の皆さんか
らは全国大会での意気込みを聞かせ
ていただきました。
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　　　〠772-8501
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編集／議会だより編集委員会　発刊月／3・6・9・12月

市議会の本会議および常任委員会の模様は、インター
ネット放送で、ご覧いただくことができます。
http://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/
より「鳴門市議会映像配信」をご覧下さい。
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２月22日（水）	 第１回定例会　開会
	 予算決算委員会
◦市長から市政についての所信が表明され、平成

24年度一般会計予算など議案39件、報告１件が
提出されました。

◦議案14件を所管の常任委員会に付託しました。

２月27日（月）	 一般質問
◦５会派による代表質問を行いました。

２月28日（火）	 一般質問
◦議員４名による個人質問を行いました。

２月29日（水）	 一般質問
	 予算決算委員会
◦議員２名による個人質問を行いました。
◦市長から平成23年度一般会計補正予算など議案

16件が提出されました。
◦議案41件をそれぞれ所管の常任委員会に付託し

ました。

３月６日（火）、７日（水） 予算決算委員会
◦付託された予算案29件について各部課ごとに審

査する普通質疑を行いました。

３月８日（木）	 総務民生委員会
◦付託された議案20件及び請願２件について審査

を行い、議案についてはいずれも可決、請願に
ついてはいずれも不採択にすべきと決しました。

３月９日（金）	 産業環境委員会
◦付託された議案６件および請願１件について審

査を行い、議案についてはいずれも可決、請願
については採択にすべきと決しました。

３月13日（火）	 予算決算委員会第１分科会
◦企画総務部、健康福祉部、消防本部、教育委員

会の予算案について審査を行いました。

３月14日（水）	 予算決算委員会第２分科会
◦市民環境部、経済建設部、企業局の予算案につ

いて審査を行いました。

３月21日（水）	 予算決算委員会
◦各分科会から審査の報告を受け、採決を行い、

いずれも可決すべきと決しました。
　
３月23日（金）	 本会議
◦第１回定例会に提案されたすべての議案につい

て各常任委員長の報告を受け、採決を行った結
果、議案60件についてはいずれも可決、請願３
件のうち２件は採択、１件については不採択と
決しました。

　　

○監査委員に　　　　多
た

田
だ

　正
まさ

孝
たか

 氏　（藍住町）

○人権擁護委員に　　山
やま

本
もと

　恵
けい

子
こ

 氏　（撫養町）
　　　　　　　　　　金

かな
澤
ざわ

　利
とし

明
あき

 氏　（大麻町）

○固定資産評価審査委員会委員に
　原

はら
内
うち

　日
ひ

出
で

美
み

 氏　（北灘町）
　冨

とみ
田
だ

　崇
たか

夫
お

 氏　（大麻町）
　武

たけ
林
ばやし

　久
ひさ

代
よ

 氏　（里浦町）

人事案件（第１回定例会）

第１回定例会の主な審査状況

総 務 民 生 委 員 会

産 業 環 境 委 員 会
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代表質問

代表質問

会派 新みらい

三
み

津
つ

 良
よし

裕
ひろ

会派 ひまわり

横
よこ

井
い

 茂
しげ

樹
き

者
雇
用
を
よ
り
多
く
確
保
で
き
る
よ

う
、
上
級
職
だ
け
で
な
く
初
級
職
の
採

用
枠
の
検
討
を
行
う
な
ど
、
働
く
意
欲

と
能
力
の
あ
る
障
が
い
者
の
就
労
促
進

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
】鳴
門
病
院
の
公
的
存
続
は
危
機
的

状
況
に
あ
り
、
市
長
や
議
長
、
諸
団
体

と
共
に
、
県
が
譲
り
受
け
て
ほ
し
い
と

の
陳
情
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
北
部
の

公
的
拠
点
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
、
県

が
鳴
門
病
院
の
購
入
を
決
め
た
こ
と
に

つ
い
て
、
知
事
に
深
く
感
謝
す
る
。
市

民
・
関
係
者
・
行
政
の
協
力
が
公
的
存

続
の
絶
対
条
件
だ
と
思
う
が
、
市
長
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

【
答
】ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
移

行
、
医
師
と
看
護
師
の
確
保
、
政
策
医

療
の
充
実
、
病
院
施
設
や
医
療
機
器
設

備
の
充
実
な
ど
を
主
張
し
、
市
民
が
守

り
育
て
る
病
院
と
し
て
市
民
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
、皆
様
の
一
層
の
支
援・

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
、
不
利

益
・
不
都
合
を
本
人
や
家
族
の
責
任
と

し
て
社
会
が
手
を
差
し
伸
べ
な
い
こ
と

は
、
人
間
尊
重
の
観
点
か
ら
決
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
社
会
全
体
が
補
う
べ
き

だ
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る

の
か
。
市
を
は
じ
め
公
的
機
関
は
一
事

業
者
と
し
て
自
ら
障
が
い
者
雇
用
や
就

労
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

【
答
】障
が
い
者
支
援
の
一
例
と
し
て
、

特
定
の
色
を
認
知
し
づ
ら
い
人
に
対
し
、

市
が
発
行
す
る
冊
子
な
ど
は
、
正
し
く

情
報
伝
達
で
き
る
よ
う
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
近
年
は
採
用
実
績
が
な
い
障
が
い

せ
ん
。
今
後
も
よ
り
具
体
的
方
法
を
見
出
せ

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
】ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
の
境
界
線
の

半
分
近
く
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
は
市
有
財
産

の
保
全
上
問
題
が
あ
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】現
地
の
地
形
と
し
て
は
、
境
界
確
定
作

業
を
早
急
に
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

【
問
】旧
ご
み
焼
却
施
設
の
跡
地
利
用
推
進
委

員
会
で
の
審
議
内
容
と
、
跡
地
利
用
の
現
状

お
よ
び
今
後
の
方
向
性
は
。

【
答
】現
段
階
で
は
具
体
的
な
活
用
案
は
ま
と

ま
って
い
ま
せ
ん
が
、
旧
ご
み
焼
却
施
設
解
体

と
あ
わ
せ
た
有
効
活
用
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】市
道
明
神
日
出
線
の
改
良
は
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の
進
入
・
搬
入
路
の
整
備
で
は

な
く
あ
く
ま
で
市
道
の
改
良
工
事
で
あ
り
、

平
成
15
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
国
庫

補
助
事
業
と
な
っ
て
い
る
が
、
残
り
区
間
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

【
答
】供
用
し
て
い
な
い
４
、
５
期
工
事
区
間

に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
方
々
と
粘
り
強
く

交
渉
し
、
道
路
測
量
設
計
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】地
震
・
津
波
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
。

【
答
】人
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
地

域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
】防
災
・
減
災
対
策
の
観
点
に
お
け
る
、
市

内
の
老
朽
化
し
た
道
路
や
橋
の
整
備
につ
い
て
。

【
答
】地
域
の
実
情
を
反
映
し
た
整
備
手
法
を

検
討
し
、
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定

を
行
う
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
道
路
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】当
分
の
間
使
用
す
る
と
し
、
工
事
用
進

入
路
を
拡
幅
し
た
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
の
搬
入
路
は
、
施
設
建
設
予
定
地
を
再
度

瀬
戸
町
浦
代
に
す
る
と
判
断
し
た
重
要
な
項

目
だ
が
、
櫛
木
の
国
道
11
号
線
か
ら
の
進
入

道
路
の
計
画
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
。

【
答
】多
額
の
事
業
費
を
要
し
、
ま
た
地
権
者

等
の
協
力
な
く
し
て
進
め
ら
れ
な
い
た
め
、

現
時
点
で
結
論
を
出
せ
る
状
況
で
は
あ
り
ま

 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

市
道
に
つ
い
て

 

鳴
門
病
院
に
つ
い
て

 

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

市民の生活に欠かせない橋

カラーユニバーサルデザイン機構の
ロゴマーク

代
表
質
問
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代表質問

代表質問

会派 新政会

大
おお

石
いし

美
み

智
ち

子
こ

会派 明政クラブ

山
やま

根
ね

　巌
いわお

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
何
よ

り
保
護
者
の
ご
理
解
が
重
要
で
あ
り
、

平
成
24
年
度
の
早
い
時
期
に
説
明
会
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

意
見
や
要
望
の
中
で
必
要
と
考
え
ら
れ

る
も
の
は
基
本
設
計
に
盛
り
込
み
、
特

色
あ
る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】鳴
門
病
院
の
存
続
問
題
な
ど
で
医

療
に
対
す
る
市
民
の
不
安
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
地
域
医
療
を
守
る
対

策
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】地
域
医
療
を
守
る
こ
と
と
は
、
医

療
が
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
市

民
が
理
解
し
、
一
人
一
人
が
適
性
受
診

を
心
が
け
る
こ
と
に
よ
り
医
師
や
救
急

医
療
な
ど
を
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
引
き
続
き
、
コ
ン
ビ

ニ
受
診
の
自
粛
や
か
か
り
つ
け
医
を
持

つ
こ
と
な
ど
へ
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【
問
】鳴
門
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

の
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の

対
応
は
。

【
答
】今
後
の
地
元
対
策
事
業
や
地
域
の

環
境
整
備
に
か
か
る
事
業
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
市
と
の
連
絡
調
整
と
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
環
境
保
全
協
議
会
の
皆
様
と
の
協

議
を
ふ
ま
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ

た
っ
て
の
考
え
方
や
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
。

【
答
】新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能

力
に
つ
い
て
は
１
日
５
，
０
０
０
食
程

度
を
考
え
て
お
り
、
施
設
の
位
置
は
、

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
よ
り
調
理

終
了
か
ら
喫き
っ
食し
ょ
く

ま
で
２
時
間
以
内
と
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
保
有

地
の
う
ち
活
用
可
能
な
公
共
用
候
補
地

の
中
か
ら
選
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え

【
問
】本
市
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

都
市
計
画
に
よ
る
線
引
き
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
特
色
あ
る
教

育（
外
国
語
教
育
）推
進
な
ど
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
人
口
増
も

図
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

な
ど
、
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
市
が
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
地

区
計
画
制
度
を
活
用
し
、
市
街
化
調
整

区
域
で
も
用
途
制
限
に
適
合
す
る
建
築

が
可
能
と
な
る
よ
う
な
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
規
制
へ
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
利
便
性
の
高

い
地
域
や
地
域
活
力
の
維
持
が
必
要
な

地
域
に
つ
い
て
、
こ
の
制
度
の
活
用
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
特
色
あ
る
教
育
に
つ
い
て
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
小
学
校
専
属
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）の
配
置
や
、
外
国

語
活
動
の
研
究
拠
点
校
を
設
置
す
る
な

ど
実
践
研
究
を
進
め
て
お
り
、
本
市
の

子
ど
も
達
が
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に

つ
け
世
界
に
は
ば
た
く
よ
う
、
よ
り
魅

力
あ
る
教
育
に
し
て
い
き
ま
す
。

 

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

 

地
域
医
療
を
守
る
対
策
に
つ
い
て

 

環
境
行
政
に
つ
い
て

 

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

  

建
設
に
つ
い
て

ＡＬＴ（外国語指導助手）による英語の授業
（写真は鳴門東小学校）

「なると学校食育の日」の給食 （明神小学校ＨＰより）

代
表
質
問
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個人質問

今
年
度
か
ら
は
一
般
競
争
入
札
を
試
行
し
て

い
ま
す
。

【
問
】防
災
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

【
答
】徳
島
県
沿
岸
に
お
け
る
津
波
高
暫
定
値

報
告
書
で
は
、
浸
水
地
域
が
大
津
町
や
大
麻

町
の
一
部
に
も
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
粟
津

地
区
も
津
波
避
難
困
難
地
域
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
里
浦
小
学
校
の
屋
上
に
フ
ェ

ン
ス
を
設
置
し
ま
す
。
粟
津
・
恵
美
寿
地
区

の
新
た
な
避
難
施
設
建
設
に
つ
い
て
は
、
今

後
地
域
の
皆
様
と
検
討
し
ま
す
。

【
問
】健
康
保
険
鳴
門
病
院
と
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
。

【
答
】鳴
門
病
院
は
、
県
内
６
ヶ
所
目
の
地
域

医
療
支
援
病
院
と
し
て
承
認
さ
れ
、
ま
た
徳

島
県
地
域
医
療
再
生
計
画
に
お
い
て
公
的
存

続
へ
の
支
援
や
拠
点
機
能
強
化
が
位
置
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
市
医
師
会
な
ど
の
関

係
者
と
連
携
し
、
公
的
病
院
と
し
て
発
展
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

総
合
的
相
談
窓
口
の
拠
点
と
し
て
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
介

護
保
険
料
基
準
額
は
４
，
８
０
０
円
に
据
え

置
き
ま
す
。

【
問
】住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
と
入
札
制

度
に
つ
い
て
。

【
答
】住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
う
ち
簡
易

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
、
耐
震
診
断
で

倒
壊
お
よ
び
や
や
危
険
と
診
断
さ
れ
た
木
造

住
宅
を
対
象
と
し
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
伴
う
簡

易
耐
震
化
工
事
に
対
す
る
支
援
制
度
で
す
。

　
入
札
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度
か
ら

工
事
お
よ
び
工
事
を
伴
う
業
務
委
託
の
入
札

は
全
て
電
子
入
札
で
執
行
し
て
お
り
、
入
札

の
透
明
性
・
公
平
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

代表質問

会派 公明党

松
まつ

浦
うら

 富
とみ

子
こ

宅
たく

川
かわ

 靖
やす

次
じ

避
難
所
で
の
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、不
眠
、

不
衛
生
や
寒
さ
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

が
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
学
校

施
設
の
防
災
機
能
整
備
の
現
状
は
。

【
答
】現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
24
校
全

て
の
体
育
館
が
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
耐
震

補
強
工
事
に
あ
わ
せ
、
可
能
な
範
囲
で

防
災
機
能
を
高
め
る
措
置
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
各
校
に
毛

布
数
十
枚
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
飲
料
水

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
、教
職
員
と
児
童・

生
徒
の
人
数
分
の
２
倍
程
度
を
配
布
し

ま
し
た
。

【
問
】今
、
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、

経
済
政
策
と
し
て
企
業
の
海
外
進
出
お

よ
び
海
外
展
開
へ
の
積
極
的
取
り
組
み

や
、
人
材
の
育
成
・
確
保
の
た
め
の
人

材
力
強
化
が
必
要
だ
が
、
市
長
の
考
え

は
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
税

収
の
減
少
や
社
会
保
障
費
の
増
大
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
需
要
低
下
な
ど
が
経
済

成
長
の
妨
げ
と
な
る
一
方
、
地
方
公
共

団
体
の
歳
入
増
に
も
な
る
消
費
税
増
税

に
対
し
、
市
長
の
考
え
は
。

【
答
】平
成
24
年
度
よ
り
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
地
域

経
済
活
性
化
に
取
り
組
み
、
第
６
次
鳴

門
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
を
着
実

に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。　

　
消
費
税
の
増
税
に
つ
い
て
は
、
国
会

な
ど
で
の
十
分
な
議
論
を
願
い
、
今
後

の
推
移
に
注
意
し
な
が
ら
適
切
に
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】東
日
本
大
震
災
で
、
多
く
の
方
が

 

人
口
減
少
及
び
消
費
税
の

  

増
税
に
つ
い
て

 

学
校
施
設
の

  

防
災
機
能
整
備
に
つ
い
て

 

福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

土
木
行
政
に
つ
い
て

 

防
災
行
政
に
つ
い
て

市内の小学校に備蓄されている
ペットボトルの飲料水

屋上フェンスを設置予定の里浦小学校

個
人
質
問

代
表
質
問
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個人質問

個人質問

し
、
そ
の
時
の
意
見
・
要
望
の
中
で
必

要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
可
能
な
限

り
基
本
設
計
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】旧
鳥
居
記
念
博
物
館
の
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
、
市
民
の
声
を
生
か
す
こ

と
は
市
の
責
務
だ
と
考
え
る
が
。

【
答
】今
後
で
き
る
限
り
、
地
元
川
東
地

区
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
方
々
の
思

い
を
反
映
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
や
意

見
交
換
、
現
地
視
察
な
ど
市
民
参
画
の

機
会
を
設
け
、
耐
震
化
の
実
施
設
計
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
答
】本
道
路
は
、
市
の
中
核
医
療
を
担

う
鳴
門
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
ま

た
周
辺
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
多
く

の
市
民
が
利
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
道

路
で
あ
り
、
拡
幅
対
策
が
必
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
関
係
機
関
と
協

議
を
重
ね
、
整
備
の
手
法
に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
問
】公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

２
億
円
以
上
も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
あ
り
な
が
ら
、
い
か
に
も
黒
字

で
あ
る
か
の
よ
う
に
広
報
な
る
と
に
表
記

し
て
い
る
が
、
年
間
収
支
が
下
水
道
使

用
料
だ
け
で
黒
字
に
な
る
の
は
い
つ
か
。

【
答
】維
持
管
理
収
支
の
黒
字
化
を
達
成

す
る
時
期
を
平
成
46
年
度
と
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
公
共
下
水
道
整
備
が
都
市

計
画
施
設
の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
必
ず
し

も
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
不
要

と
す
る
こ
と
を
事
業
目
的
に
す
る
必
要

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】鳴
門
市
第
一
中
学
校
の
改
築
工
事

の
説
明
会
で
要
望
の
あ
っ
た
給
食
室
に

つ
い
て
、
改
築
工
事
の
設
計
段
階
に
お

い
て
保
護
者
の
要
望
を
受
け
た
形
で
の

変
更
は
可
能
か
。

【
答
】平
成
24
年
度
の
早
い
時
期
に
新
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
を
開
催

【
問
】鳴
門
市
の
下
水
道
使
用
料
金
は
、

な
ぜ
水
道
料
金
の
２
倍
以
上
も
か
か
る

の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
供
用
区
域
の
加
入

率
が
悪
い
の
か
。

【
答
】下
水
道
使
用
料
金
は
、
事
業
を
進

め
る
前
提
で
あ
る
健
全
な
経
営
を
実
現

す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
財
源
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
今
の
長
引
く
不
況
な
ど

が
家
計
に
与
え
る
影
響
を
ふ
ま
え
、
地

方
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
不
利
な
取

り
扱
い
を
受
け
な
い
範
囲
内
と
し
て
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
20
円
の
減
額
措

置
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
に
つ
い
て
は
、
事
業

経
営
の
早
期
安
定
化
の
た
め
に
も
、
助

成
制
度
の
拡
充
や
施
策
内
容
の
周
知
に

よ
り
加
入
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
問
】鳴
門
病
院
東
側
の
道
路
の
拡
幅
に

つ
い
て
、
市
民
の
命
を
預
か
る
救
急
外

来
入
り
口
の
道
路
は
現
在
、
車
１
台
が

や
っ
と
通
行
で
き
る
状
況
で
あ
り
、
多

く
の
市
民
か
ら
道
路
の
拡
幅
工
事
を
急

ぐ
よ
う
要
望
が
あ
る
が
。

耐震化計画が進められる
鳴門市第一中学校

道路拡幅が求められる鳴門病院東側の市道

平
ひら

塚
つか

 保
やす

二
じ

上
うえ

田
だ

 公
こう

司
じ

 

下
水
道
問
題
に
つ
い
て

 

鳴
門
病
院
東
側
道
路

  

拡
幅
に
つ
い
て

 

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

 

教
育
行
政
に
つ
い
て

 

文
化
振
興
に
つ
い
て

個
人
質
問
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個人質問

個人質問

て
避
難
所
や
避
難
経
路
の
見
直
し
作
業

を
行
う
と
と
も
に
、
公
共
施
設
な
ど
の

標
高
測
定
を
行
って
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
増
や
し
た
り
、

自
主
防
災
会
設
立
に
向
け
て
積
極
的
に

働
き
か
け
、
組
織
率
１
０
０
％
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】地
震
や
津
波
に
よ
る
家
屋
や
建
物

の
倒
壊
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
津
波
が

去
っ
た
あ
と
の
瓦が

礫れ
き
や
原
発
か
ら
漏
れ
た

放
射
能
の
問
題
な
ど
、
２
次
的
被
害
へ

の
対
策
が
重
要
。
里
浦
の
ご
み
最
終
処

分
場
が
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
な
ら
、
撤
去
も
含
め
、
計

画
的
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
が
。

【
答
】津
波
被
害
を
想
定
す
れ
ば
撤
去
が

最
良
の
方
法
で
す
が
、
現
在
の
市
の
財

政
状
況
で
は
即
時
に
対
応
で
き
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
適
正
な
管

理
を
行
う
と
と
も
に
、
解
決
策
の
た
め

に
必
要
な
財
源
措
置
を
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】市
長
は
議
長
に
対
し
、
議
長
お
よ

び
議
会
の
政
治
権
限
で
私
の
発
言
に
つ

い
て
、
私
に
謝
罪
と
発
言
内
容
の
訂
正

を
求
め
る
旨
の
要
請
を
し
て
い
る
。
な

ぜ
市
長
は
正
々
堂
々
と
市
民
の
前
で
反

論
し
な
い
の
か
。

【
答
】議
員
に
圧
力
を
か
け
る
行
為
と
言

わ
れ
る
こ
と
は
心
外
で
あ
り
、
む
し
ろ

こ
う
し
た
申
し
入
れ
を
行
う
に
至
っ
た

背
景
を
し
ん
し
ゃ
く
し
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

【
問
】県
が
公
表
し
た
津
波
高
暫
定
値
や

暫
定
津
波
浸
水
予
測
図
を
ふ
ま
え
、
市

は
現
段
階
で
ど
う
い
う
対
策
や
対
応
を

す
る
予
定
か
。

【
答
】市
職
員
や
市
民
、
関
係
機
関
に
県

の
公
表
内
容
の
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、

消
防
団
、
自
主
防
災
会
・
自
治
振
興
会

の
代
表
者
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
暫
定
値
に
基
づ
い

【
問
】私
は
、
鳴
門
町
漁
業
協
同
組
合
お

よ
び
新
鳴
門
漁
業
協
同
組
合
に
支
出
さ

れ
て
い
た
公
金
を
、
民
法
第
７
０
３
条

に
よ
る
不
法
利
得
と
し
市
へ
の
返
還
を

求
め
る
た
め
、
住
民
監
査
請
求
し
た
。

こ
れ
は
、
当
該
漁
業
組
合
を
悪
意
の
受

益
者
と
判
断
し
、
当
該
組
合
が
受
け
た

利
益
の
返
還
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
一
般
質
問
、
住
民
監
査
請
求
、

住
民
訴
訟
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
全

て
日
本
国
憲
法
お
よ
び
法
律
、
法
令
に

従
っ
た
手
続
き
で
正
々
堂
々
と
全
市
民

の
前
で
発
言
す
る
。
市
の
競
艇
事
業
は

予
算
決
算
委
員
会
で
、
法
的
根
拠
の
な

い
市
の
公
金
の
支
出
を
認
め
た
。
市
長

は
こ
の
責
任
を
認
め
、
当
該
漁
業
組
合

に
協
力
金
と
称
し
て
支
出
し
た
市
民
の

財
産
の
返
還
を
求
め
な
い
の
か
。
求
め

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
違
法
行
為
で
な
い

と
す
る
詳
し
い
理
由
は
。

【
答
】現
在
、
住
民
監
査
請
求
が
出
さ
れ

て
い
る
た
め
、
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

は
そ
の
手
続
き
に
お
け
る
説
明
の
中
で

示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市内の公共施設に設置されている海抜表示

鳴門競艇場

潮
しお

崎
ざき

 焜
てる

及
ちか

坂
ばん

東
どう

 成
しげ

光
みつ

 

競
艇
事
業
に
つ
い
て

 

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

  

生
か
し
た
本
市
の
防
災
対
策

  

に
つ
い
て

個
人
質
問



8

個人質問

里
浦
保
育
所
や
立
岩
の
旧
老
人
ホ
ー
ム

跡
に
防
災
機
能
を
備
え
た
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
一
時
避
難
施

設
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
津
波

か
ら
の
避
難
を
考
え
る
上
で
１
つ
の
検

討
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
、

防
災
機
能
を
付
加
し
た
複
合
的
施
設
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
計

画
策
定
に
あ
た
り
十
分
検
討
す
べ
き
課

題
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

【
問
】大
手
海
岸
は
大
量
の
砂
の
蓄
積
に

よ
り
座ざ

礁し
ょ
う

な
ど
の
危
険
性
が
あ
る
。
適

切
な
海
洋
保
全
の
観
点
か
ら
も
、
海
砂

を
手
入
れ
砂
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

国
・
県
に
対
し
強
い
決
意
を
持
っ
て
働

き
か
け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
が
、
な

る
と
金
時
の
栽
培
に
も
欠
か
せ
な
い
手

入
れ
砂
の
確
保
に
向
け
た
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

【
答
】平
成
22
年
に
は
知
事
、
市
町
村
長

の
地
域
懇
話
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
３
月
末
に
使
用
期
限
切
れ
と
な
る
吉

野
川
の
砂
を
引
き
続
き
利
用
で
き
る
よ

う
強
い
決
意
と
熱
意
を
持
っ
て
対
策
の

強
化
を
求
め
ま
し
た
。
今
後
も
市
内
農

協
や
県
内
の
関
係
市
町
と
連
携
す
る
と

と
も
に
、
庁
内
の
組
織
強
化
に
も
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
問
】避
難
困
難
地
域
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
粟
津
・
恵
美
寿
地
区
の
避
難

に
つ
い
て
、
加
圧
揚よ
う

水す
い

施
設「
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド
」を
津
波
避
難
タ
ワ
ー
的
施
設
に

し
て
は
ど
う
か
。
あ
る
い
は
、
休
園
中
の

なると金時の砂地畑とファームポンド

藤
ふじ

田
た

 茂
しげ

男
お

 

農
業
振
興
に
つ
い
て

 

防
災
・
災
害
対
策
に
つ
い
て

中
国 

張ち
ょ
う

家か

界か
い

市
訪
問
団
が
市
議
会
を
訪
れ
ま
し
た

　

５
月
８
日（
火
）に
鳴
門
市
と
友
好
都
市

提
携
を
締
結
し
て
い
る
中
国
湖こ

南な
ん

省　

張ち
ょ
う

家か

界か
い

市し

訪
問
団
が
鳴
門
市
を
訪
れ
、
胡ご

建け
ん

国こ
く

訪
問
団
代
表
を
は
じ
め
、
８
名
の
方
が

市
議
会
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

張ち
ょ
う

家か

界か
い

市し

は
中
国
の
中
南
部
に

位
置
し
、
市
内
に
世
界
遺
産
の

「
武ぶ

陵り
ょ
う

源げ
ん

風ふ
う

景け
い

名め
い

勝し
ょ
う

区く

」を
有
し
、

観
光
を
主
な
産
業
と
し
て
い
る
本

市
と
の
共
通
点
も
あ
る
街
で
す
。

　

会
は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
お
互
い
の
市
の
特
色
を
Ｐ
Ｒ

す
る
な
ど
歓
談
が
行
わ
れ
、
今
後
、

交
流
が
よ
り
深
ま
り
、
観
光
客
の

増
加
な
ど
の
期
待
が
さ
れ
ま
す
。

個
人
質
問
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第１回定例会の提出議案と議決結果について
議案番号 案　　　　件 議決結果 備　考

議案 第 １ 号 平成24年度鳴門市一般会計予算

原案可決
予算決算
委員会にて
審査	

議案 第 ２ 号 平成24年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算
議案 第 ３ 号 平成24年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算
議案 第 ４ 号 平成24年度鳴門市介護保険事業特別会計予算
議案 第 ５ 号 平成24年度鳴門市公共下水道事業特別会計予算
議案 第 ６ 号 平成24年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計予算
議案 第 ７ 号 平成24年度鳴門市産業団地開発事業特別会計予算
議案 第 ８ 号 平成24年度鳴門市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
議案 第 ９ 号 平成24年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算
議案 第 10 号 平成24年度鳴門市給与費等管理特別会計予算　
議案 第 11 号 平成24年度鳴門市公債費管理特別会計予算
議案 第 12 号 平成24年度鳴門市水道事業会計予算
議案 第 13 号 平成24年度鳴門市運輸事業会計予算
議案 第 14 号 平成24年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算
議案 第 40 号 平成23年度鳴門市一般会計補正予算（第３号）
議案 第 41 号 平成23年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案 第 42 号 平成23年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
議案 第 43 号 平成23年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
議案 第 44 号 平成23年度鳴門市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
議案 第 45 号 平成23年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算（第１号）
議案 第 46 号 平成23年度鳴門市産業団地開発事業特別会計補正予算（第１号）
議案 第 47 号 平成23年度鳴門市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
議案 第 48 号 平成23年度鳴門市文化会館事業特別会計補正予算（第２号）
議案 第 49 号 平成23年度鳴門市光熱水費等支出特別会計補正予算（第１号）
議案 第 50 号 平成23年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号）
議案 第 51 号 平成23年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号）
議案 第 52 号 平成23年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）
議案 第 53 号 平成23年度鳴門市運輸事業会計補正予算（第１号）
議案 第 54 号 平成23年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第２号）
議案 第 15 号 鳴門市条例を左横書きに改正する措置及び用字、用語等の整備に関する条例の制定について

原案可決
総務民生
委員会にて
審査

議案 第 16 号 鳴門市職員定数条例の一部改正について
議案 第 17 号 鳴門市特別職の職員の給与及び旅費の支給に関する条例の一部改正について
議案 第 18 号 鳴門市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
議案 第 19 号 鳴門市特別職報酬等審議会条例の一部改正について
議案 第 20 号 鳴門市職員諸給与条例の一部改正について
議案 第 21 号 鳴門市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について
議案 第 22 号 鳴門市税賦課徴収条例の一部改正について
議案 第 23 号 鳴門市介護保険条例の一部改正について
議案 第 24 号 鳴門市男女共同参画推進条例策定審議会条例の制定について
議案 第 25 号 鳴門市消防手数料徴収条例の一部改正について
議案 第 26 号 鳴門市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正について
議案 第 27 号 鳴門市立幼稚園、小学校、中学校に従事する職員の特殊勤務手当に関する条例の廃止について
議案 第 28 号 鳴門市立幼稚園に従事する教育職員の給与等に関する特別措置条例の制定について
議案 第 29 号 鳴門市教育委員会事務局に属する教育公務員の退職手当に関する特別措置条例の制定について
議案 第 30 号 鳴門市立小学校設置条例及び鳴門市立幼稚園条例の一部改正について
議案 第 31 号 鳴門市立鳴門工業高等学校条例の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
議案 第 32 号 鳴門市公民館条例の一部改正について
議案 第 33 号 鳴門市立図書館条例の制定について
議案 第 55 号 工事請負契約の締結について（鳴門市消防庁舎車庫棟増築工事のうち建築工事）
議案 第 34 号 鳴門市墓地等の経営の許可等に関する条例の制定について

原案可決
産業環境
委員会にて
審査

議案 第 35 号 鳴門市特別会計設置条例の一部改正について
議案 第 36 号 鳴門市営住宅条例の一部改正について
議案 第 37 号 鳴門市地区計画等の案の作成手続に関する条例の制定について
議案 第 38 号 鳴門市企業立地奨励条例の一部改正について
議案 第 39 号 松茂町ほか二町競艇事業組合と鳴門市との間におけるモーターボート競走施行に関する事務の受託に係る協議について
報告 第 １ 号 専決処分について（損害賠償の額の決定） 報　　告
発議 第 １ 号 鳴門市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決発議 第 ２ 号 鳴門市議会会議規則を左横書きに改正する措置及び用字、用語等の整備に関する規則の制定について
同意 第 １ 号 監査委員の選任について 同　　意
同意 第 ２ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意
諮問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦について 同　　意
意　 第 １ 号 「人権侵害救済機関設置法案」国会提出に反対を求める意見書 原案可決

請願の処理
請願番号 案　　　件 審査結果

請願 第 20 号 鳴門病院東側の道路を拡幅し市民の命を守る為の請願書 採　　　択請願 第 21 号 人権侵害救済機関設置法案に反対する意見書提出についての請願書
請願 第 22 号 消費税の増税に反対する請願書 不　採　択
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議会事務局
◆議会報発行経費について
は、議会だよりの誌面充実を
検討中であることから、必要
額の措置を要望する意見があ
りました。

総　務　課
◆法定外公共物の管理業務に
ついて、既に機能を失っている 
市有財産はできる限り払い下げ
に応じるなど適切な財産処分を
行うよう要望がありました。

人　事　課
◆職員数の削減については、
市民サービスに影響のないよう
人材育成および事務改善を行
い十分な業務体制を整える必
要があるとの意見がありました。

税　務　課
◆市税の増収について、市の
施策や予算にどう反映している
か広報などによる市民への十
分な説明の要望がありました。
◆不

ふ

納
のう

欠
けっ

損
そん

金
きん

となる前に対策
を講じるよう要望があり、次年
度への滞

たい

納
のう

繰
くり

越
こし

分
ぶん

の減額のた
め現年分の徴収率向上に力を
入れるとのことでした。

秘書広報課・情報化推進室・
危機管理室

◆バックアップデータについ
て、現行の保管方法では最大
２週間分までの保存となるた
め、前日分までのデータが保
管できるような対策への要望
がありました。
◆標高を示す看板の設置につ
いては、現在の避難場所であ
る小中学校や集会所などの施
設所有者の了解を得ながら平
成23年度末より実施するとの
ことでした。また、住民の要
望に応じて避難経路上に避難
場所までの案内表示を設置す
るよう要望がありました。

企画課・交通政策室
◆旧鳥居記念博物館につい
て、現地視察や説明会などを
通じ、耐震化の実施設計に入
る前からの市民等の参加を求
めてはどうかとの意見があり
ました。

◆市営バスの地域バスへの移
行については、委託後も現在
の路線や運行便数の維持に努
めるとともに、より利便性を
向上させるための運行経路を
検討するよう要望がありました。
また、県外客目線での見直し
により市の経済発展につなげ
るよう要望がありました。

財　政　課
◆公債費について、本市は平
成22〜24年の各年度に補償金
を免除した繰

くり

上
あげ

償
しょう

還
かん

を実施し
ており、財政運営上、今後も
できる限り市債減に努めると
のことでした。

市民協働推進課
◆「地域づくり事業活性化補
助金」は、平成24年度より、
これまでの｢コミュニティ活
動補助金｣を統合した補助金
であり、地域活性化のため有
効活用するよう各地区への指
導の要望がありました。

市　民　課
◆連絡所で勤務する市のＯＢの
臨時職員に各地区のまちづくり
のまとめ役を担ってもらえないか
との質疑に対し、連絡所業務
への上乗せは難しいが別の形
で検討したいとのことでした。

文化交流推進課・文化会館
◆ドイツ館管理運営費の修繕
料について、契約上１件５万
円以上の修繕は市の負担にな
り、大部分の修繕がこれに該当
すると想定されるため、契約内
容を今後精査する必要がある
のではとの意見がありました。
◆文化会館の指定管理者制度
については、期間終了時に施
設の利用人数や事業成果など
の実績を報告するよう要望が
ありました。

　今定例会において予算決算委員会に付託された議案29件に
ついて説明を受け、７日間にわたり分科会および委員会を開催
し、審査を行いました。分科会での審査概要は次のとおりです。

（※平成24年４月より、一部の課の名称が変更されています。）

平成24年度当初予算
・平成23年度補正予算の審査について
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環境政策課
◆合併処理浄化槽の法定検査
については、検査の時期や内
容が分かりづらいとの指摘に
対し、今後はより周知徹底を
図るとのことでした。

クリーンセンター
◆市内３処分場の排水の水質
調査及び施設維持管理などに
ついて、城山・場内は水質な
どの基準値が地元との協議で
定めた基準を満たせば廃止可
能だが、里浦は安定型処分場
の一部の箇所に遮

しゃ

水
すい

シートが
ないため永久的管理が必要と
のことでした。
◆東日本大震災で生じた瓦

が

礫
れき

の処理の受入協力については
積極的に検討するよう要望が
あり、今後の国・県の動向を
注視し検討するとのことでし
た。

健康づくり課
◆自殺予防対策について、市
の自殺者が増加傾向にあるこ
とから平成23年度より、いの
ちの電話の市民ボランティア
養成や市の保健師が専門機関
の研修を受け自殺予防につな
がる相談業務が行える体制づ
くりを進めているとのことで
した。市民から自殺者が出な
いよう啓発運動や相談業務の
強化への要望がありました。

保　険　課
◆国保連合会負担金につい
て、市民の負担軽減につなが
るよう連合会に申し入れをして
はどうかとの意見がありました。

長寿介護課
◆老人クラブ補助金および老
人憩いの家管理費に関し、介
護予防対策として高齢者への
元気づけの事業充実に対する
要望がありました。
◆認知症や一人暮らしの高齢
者への対応は行政の責務であ
り、国・県の補助金や地域の
ネットワークを利用して高齢
者の見守りに積極的に取り組
むとのことでした。

社会福祉課
◆生活保護扶

ふ

助
じょ

費について、
生活保護受給者数は急増傾向
にあり、景気後退の影響によ
る失業者数の増加が大きな要
因とのことでした。また、市
の負担は生活保護法に基づき
４分の１であるとのことでし
た。

子どもいきいき課
◆次世代育成支援対策施設整
備補助金について、耐震改修
できていない４カ所の私立保
育所に加え公立保育所につい
ても国の動向を見据え、施設
の耐震改修など保育環境整備
の方向性を示すよう要望があ
りました。

土　木　課
◆社会資本整備総合交付金の
予算について、木津野・松村
線の工事区間については国道
28号線交差点から県道川内・
大代線の区間2.4㎞が対象で
あり、現在の進行状況は50％ 
程度とのことでした。

まちづくり課
◆住宅管理について、市民に
対し各支援事業の内容の違い
や申請方法などの分かりやす
い周知・啓発をするよう要望
がありました。
◆市営住宅耐震診断につい
て、今年度の診断対象となる
市営住宅は、継続して利用予
定であり耐震が不十分で古い
住宅のうち建物にひび割れな
どがあるものとのことでした。

下水道課

◆下水道の受益者負担金につ
いて、現在の収納率は90％程
度であり滞納者には催告状な
どで納付を促しているとのこ
とでした。また下水道の供用
開始促進のため、受益者負担
金や使用料について市民に対
し正確な情報周知をするよう
要望がありました。

公園緑地課
◆ドイツ村公園の整備につい
ては、現在教育委員会が平成
25年に板東俘

ふ

虜
りょ

収容所跡地を
国の史跡指定に申請する方向
で進め、今後委員会が行う史
跡の文化財保存事業とあわせ
た再整備を予定しており、そ
の他の箇所は一般的な交付金
事業として取り組んでいると
のことでした。公園の多面的
活用を検討した上で年次計画
を立てるよう要望がありました。
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平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
31
日
か
ら

６
月
19
日
ま
で
の
20
日
間
の
予
定
で
す
。

５
月
31
日（
木
）	

全
員
協
議
会

	

第
二
回
定
例
会
　
開
会

	

予
算
決
算
委
員
会（
議
案
説
明
）

６
月
１
日（
金
）	

休
会  

一
般
質
問
通
告
締
切

　
　

２
日（
土
）〜
７
日（
木
）　

休
会

　
　

８
日（
金
）	

一
般
質
問（
会
派
代
表
質
問
）

　
　

９
日（
土
）、
10
日（
日
）　

休
会

　
　

11
日（
月
）	

一
般
質
問（
個
人
質
問
）

	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

12
日（
火
）	

一
般
質
問（
個
人
質
問
）

	

予
算
決
算
委
員
会（
質
疑
・
採
決
）

　
　

13
日（
水
）	

休
会　

総
務
民
生
委
員
会

　
　

14
日（
木
）	

休
会　

産
業
環
境
委
員
会

　
　

15
日（
金
）〜
17
日（
日
）　

休
会

　
　

18
日（
月
）	

休
会

	

議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会
・

	

議
会
運
営
委
員
会

　
　

19
日（
火
）	

第
二
回
定
例
会
　
閉
会　

※
太
字
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
録
画
配
信
を
実
施
し
ま
す
。

第
二
回
定
例
会
日
程

商工観光課
◆市観光協会について、会費
や協賛金などに加え法人化後
は自主的事業からの収益も自
主財源になるとのことでし
た。法人化後も活動が制限さ
れないよう行政から継続した
多目的補助が必要との意見が
あり、今後も観光振興の核と
しての役割を果たせるよう行
政としてフォローしていくと
のことでした。

農林水産課・農業委員会・
公設地方卸売市場

◆六次産業化推進について、
六次産業化サポートセンター
の助言を依頼するとの説明に
対し、各分野の専門知識を有
する地元の方にも積極的に協
力要請をしてほしいとの要望
がありました。

消防本部
◆現在使用中の同報無線につ
いて、デジタル方式へ早期に
切り替えるよう要望がありま
した。
◆団員の安全を守るための災
害時の行動マニュアル作成
や、活動中の各団員への情報
伝達を瞬時に行うための手
段、消防の広域化など東日本
大震災をふまえた施策が必要
との意見もありました。

水道事業課
◆耐震管への布

ふ

設
せつ

替
がえ

の状況と
今後の見通しについては、市
内水道管のうち50㎞程度は完
了、今年度は６㎞ 程度実施
予定であり、今後も市民に対
し計画など十分説明し事業を
実施するよう要望がありまし
た。
◆資本的収入・支出の収支の
点から、布

ふ

設
せつ

替
がえ

や運転のため
の資金の確保への懸念に対
し、減

げん

債
さい

積
つみ

立
たて

金
きん

などの補
ほ

填
てん

財
源はまだ十分余力があるため
心配ないとのことでした。

競艇企画管理課・競艇業務推進課
◆施設改善基本計画・設計業
務について、撫養港海岸保全
事業の動向を見ながら今年度
中の早い時期に計画を示すと
の説明に対し、各機関や日程
などの調整に長期間を要する
ため、より積極的に進めるべ
きとの意見がありました。

教育総務課
◆調理方式について、ドライ
システムへの転換は給食調理
室の老朽化に加え給食提供と
の並行作業となるため、一時
的な代替スペースの確保が困
難な学校があるなどの現状か
らセンター方式がよりよいと
する一方、自校式を希望する
保護者の理解も得るためセン
ター化にこだわらず慎重に検
討するよう要望がありました。

生涯学習人権課
◆総合型地域スポーツクラブ
支援事業について、円滑な支
援や市民との意思疎通を図る
ことでより機運を盛り上げる
よう要望がありました。

鳴門らっきょ畑

議会だより編集委員会

委 員 長　 野田　粋之
副委員長　 谷㟢　　徹
委　　員　 秋岡　芳郎
委　　員　 潮崎　焜及
委　　員　 林　　勝義
委　　員　 平塚　保二
委　　員　 松浦　富子
委　　員　 山根　　巌


